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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端内に配置された固体撮像素子の後側に隣接して配置された回路基板に、上
記挿入部内に挿通配置された信号ケーブル内の複数の信号線の先端部分が接続された電子
内視鏡の信号ケーブル接続構造において、
　上記回路基板として、あい対向する二つの回路基板を配置すると共に、上記二つの回路
基板によって挟まれた部分に電子部品を配置してその全ての電子部品を第１の回路基板に
固着し、上記電子部品が取り付けられていない第２の回路基板は、後方に行くにしたがっ
て上記第１の回路基板に接近するように斜め向きに配置して上記第１の回路基板に固着さ
れている電子部品に当接させたことを特徴とする電子内視鏡の信号ケーブル接続構造。
【請求項２】
　上記第２の回路基板には、上記信号線を接続固着するためのランドが上記電子部品と当
接しない方の面のみに設けられている請求項１記載の電子内視鏡の信号ケーブル接続構造
。
【請求項３】
　上記第１の回路基板には、上記信号線を接続固着するためのランドが上記電子部品が固
着されていない方の面のみに設けられている請求項２記載の電子内視鏡の信号ケーブル接
続構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この発明は電子内視鏡の信号ケーブル接続構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡においては、挿入部の先端内に配置された固体撮像素子の後側に隣接して配
置された回路基板に、挿入部内に挿通配置された信号ケーブル内の信号線の先端部分が半
田付け等により接続されている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平１－１６１６０２
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　回路基板は、電子内視鏡が組み立てられた後においては、挿入部の先端内に安定した状
態に組み込まれた状態になる。
　しかし、電子内視鏡を組み立てる際に、信号ケーブルの信号線を回路基板に接続する工
程においては、回路基板が固体撮像素子に対して強固に固定された状態にはなっておらず
、回路基板の位置が不安定なものになっている。
【０００４】
　そのため、回路基板への信号線の接続固着作業が不安定で不十分なものになりがちで、
組立後に信号ケーブルから大きな張力が作用すると、その回路基板への信号線の接続部等
が破損してしまう場合があった。
【０００５】
　そこで本発明は、信号ケーブルの信号線を回路基板に接続する工程の際に、回路基板を
安定した状態に固定して、信号線を回路基板に対してしっかりした強度で確実に接続固着
することができる電子内視鏡の信号ケーブル接続構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明の電子内視鏡の信号ケーブル接続構造は、挿入部の
先端内に配置された固体撮像素子の後側に隣接して配置された回路基板に、挿入部内に挿
通配置された信号ケーブル内の複数の信号線の先端部分が接続された電子内視鏡の信号ケ
ーブル接続構造において、回路基板として、あい対向する二つの回路基板を配置すると共
に、二つの回路基板によって挟まれた部分に電子部品を配置してその電子部品を第１の回
路基板に固着し、第２の回路基板は、後方に行くにしたがって第１の回路基板に接近する
ように斜め向きに配置して電子部品に当接させたものである。
【０００７】
　なお、第２の回路基板には、信号線を接続固着するためのランドが電子部品と当接しな
い方の面のみに設けられているとよく、さらに、第１の回路基板にも、信号線を接続固着
するためのランドが電子部品が固着されていない方の面のみに設けられてもよい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、回路基板として、あい対向する二つの回路基板によって挟まれた部分
に電子部品を配置してその電子部品を第１の回路基板に固着し、第２の回路基板は、後方
に行くにしたがって第１の回路基板に接近するように斜め向きに配置して電子部品に当接
させたことにより、信号ケーブルの信号線を回路基板に接続する工程の際に、回路基板を
確実に固定して、信号線を回路基板に対してしっかりした強度で確実に接続固着すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　挿入部の先端内に配置された固体撮像素子の後側に隣接して配置された回路基板に、挿
入部内に挿通配置された信号ケーブル内の複数の信号線の先端部分が接続された電子内視
鏡の信号ケーブル接続構造において、回路基板として、あい対向する二つの回路基板を配
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置すると共に、二つの回路基板によって挟まれた部分に電子部品を配置してその電子部品
を第１の回路基板に固着し、第２の回路基板は、後方に行くにしたがって第１の回路基板
に接近するように斜め向きに配置して電子部品に当接させる。
【実施例】
【００１０】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は電子内視鏡の挿入部１の先端寄りの部分を示しており、挿入部１の最先端位置に
連結されている先端部本体２の先端面に観察窓３等が配置されている。
【００１１】
　観察窓３の奥に内蔵された対物光学系４による被写体の投影位置には、先端部本体２の
軸線方向に対して直交する向きに固体撮像素子５の撮像面が配置され、固体撮像素子５を
保持するように固体撮像素子５の後側に隣接して配置された回路基板６の後端部には、挿
入部１内に挿通配置されている信号ケーブル７の先端が接続されている。
【００１２】
　図１は、回路基板６部分の第１の実施例を示しており、固体撮像素子５の受光面には透
明なカバーガラス８が固着されていて、固体撮像素子５の側面部分から後方に延出するリ
ード５１が回路基板６側に接続固着されている。
【００１３】
　この実施例の回路基板６としては、固体撮像素子５の上下両側面（又は左右両側面）位
置に先端が配置された第１と第２の二つの回路基板６Ａ，６Ｂがあい対向して配置されて
いて、第１の回路基板６Ａは固体撮像素子５に対して垂直の向きに配置され、第２の回路
基板６Ｂは後方に行くにしたがって第１の回路基板６Ａに近づく方向に傾けて配置されて
、両基板６Ａ，６Ｂは幅方向には位置を揃えて配置されている。
【００１４】
　第１の回路基板６Ａと第２の回路基板６Ｂとで挟まれた部分には、例えばコンデンサ、
ＩＣチップ等のような電子部品６０…が配置されていて、それら電子部品６０…は第１の
回路基板６Ａ側に半田付け等により固着されている。
【００１５】
　斜め向きに配置されている第２の回路基板６Ｂは第１の回路基板６Ａより後側が短く形
成されていて、後端部付近において電子部品６０の肩部に当接している。Ａがその当接部
である。
【００１６】
　したがって、組立工程において第１の回路基板６Ａを作業台に載せた状態では、第２の
回路基板６Ｂは一端側が固体撮像素子５に固定されて他端側は電子部品６０に乗った安定
した状態になる。
【００１７】
　そして、第２の回路基板６Ｂの後端より後方に位置する第１の回路基板６Ａの内側面（
電子部品６０が固着されている側の面）と、第２の回路基板６Ｂの外側面（電子部品６０
に面していない方の面）とに、信号ケーブル７から延出する信号線７０…を接続するため
のランド６１，６２が配置されている。第１の回路基板６Ａの外側面と第２の回路基板６
Ｂの内側面にはランドは設けられていない。
【００１８】
　そのように構成された電子内視鏡の信号ケーブル接続構造において、信号ケーブル７の
信号線７０を回路基板６に接続する工程の際、各回路基板６（第１及び第２の回路基板６
Ａ，６Ｂ）を共に安定した状態に固定することができるので、各信号線７０を各回路基板
６に対してしっかりした強度で確実に接続固着することができる。
【００１９】
　図３は、本発明の第２の実施例の電子内視鏡の信号ケーブル接続構造を示しており、第
２の回路基板６Ｂだけでなく、電子部品６０が固着されている第１の回路基板６Ａも斜め
向きに傾けて配置して、その外側面にランド６１を設けたものである。その他の構成は第
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１の実施例と同じであり、Ａは当接部である。
【００２０】
　その結果、信号ケーブル７の信号線７０を回路基板６に接続する工程の際に、第１及び
第２の回路基板６Ａ，６Ｂを各々安定した状態に固定することができるので、第１の実施
例と同様に、各信号線７０を各回路基板６に対してしっかりした強度で確実に接続固着す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１の実施例の電子内視鏡の信号ケーブル接続構造の側面図である。
【図２】本発明の実施例の電子内視鏡の挿入部の先端寄りの部分の平面図である。
【図３】本発明の第２の実施例の電子内視鏡の信号ケーブル接続構造の側面図である。
【符号の説明】
【００２２】
　１　挿入部
　５　固体撮像素子
　６　回路基板
　６Ａ　第１の回路基板
　６Ｂ　第２の回路基板
　７　信号ケーブル
　６０　電子部品
　６１，６２　ランド
　７０　信号線
　Ａ　当接部

【図１】 【図２】
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